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データセンター基盤の高信頼化・安定運用を実現 
新しい情報技術の導入で競争優位を生み出せる時代は過ぎ去り、ICTと経営の相乗効果、ICTを経営
資源として捉えた最適な利用が真の競争優位を生み出す時代となっています。データセンターは、情報
システムの外出しではなく、企業の競争優位性の源泉としての役割が求められています。こうした
変化に対応できるよう、ユニアデックスは「仮想化」「自動化」という視点からデータセンター基盤の
高信頼化・安定運用、新たなニーズへの適応を実現します。 

サービスベースの 
コンピューティング 

インフラの提供から 
経営資源の提供へ 

ICT利用の 
パラダイムシフト 



ビジネス基盤として重要性の高いデータセンターは常に課題解決と改善が求められています。 
データセンターが企業の経営と密接に連携し、変化へ自在に対応できる機能を備えるためには、 
構築から運用まで新しい発想が必要。ユニアデックスの仮想化データセンターソリューションなら 
データセンターの進化形を追求することが可能です。 

ユニアデックスが最新の技術とノウハウにより、 
次世代のデータセンター基盤をお届けします 

ユニアデックスの仮想化データセンターソリューションは、OSやアプ

リケーションが仮想マシン上で動作し、物理サーバーから隠蔽され

て影響を受けない環境をサーバー環境の仮想化により実現します。

さらに、サーバー環境へのネットワーク、ストレージなどのコンポー

ネントへの対応、ミッションクリティカル性を高めるシステム基盤の

高信頼化、冗長化による可用性の向上を柔軟に行えます。複雑化す

る運用管理については、資産・構成管理やインシデント対応を含め

た運用基盤の省力化・自動化を推進し、これらを合わせて戦略性の

高い柔軟なICT活用環境を実現します。 

 

●ラックスペース・電力・構築エンジニアの不足 
●サービス提供までの時間とコストの圧縮が急務 
●外部に依存するコンポーネントが増加 
●採用技術の将来性に関する検討、投資保護が必要 

●ユーザー、アプリケーション、システムコンポーネントごと 
　に異なる運用手順が使われている 
●運用手順が複雑化している 
●対応機器の種類が増加し構成管理が不備になっている 

運用・監視に関する問題 

●顧客ニーズが低価格化と複雑化に二極化している 
●より深い・高いレベルのアウトソーシングが求められる 
●短期間でのサービス開始が要求される 
●顧客の要望を形にできる運用設計担当者がいない 

顧客の要望変化 

データセンター基盤の拡張 

●時間帯（夜間、休日など）によって対応レベルが異なる 
●データセンター基盤の複雑化に伴い、障害対応にかかる 
　時間が長くなっている 
●障害状況が異なる担当者間で共有されない 

●属人的な技術・運用ノウハウ 
●エンジニアのモチベーション維持 

人材に関する問題 障害発生時の対応 

現在のデータセンター 
における課題 

戦略的経営資源としてのデータセンターへ 

ICT基盤の 
仮想化・高信頼化 

データセンターにおける 
サーバー環境の仮想化 

お客様が求める戦略性の高い 
柔軟なICT活用環境の実現へ 

運用基盤の 
省力化・自動化 

サーバー、ストレージ、ネットワークのすべてにおいて仮想化を進めることで、
機器の数を大きく減らし、省スペース化、使用電力の削減、空調電力の削
減などを進めることができます。データセンター全体で環境対策、グリーン
ITへの取り組みを強化することができます。 

「仮想化」により実現する『柔軟性・信頼性の向上』 

電力と設置スペースの節約 

アプリケーションの負荷が高まった場合も、異なる物理サーバーへの仮想
マシンのオンライン移動・リソース割り当てで負荷分散を行う環境を構
築することで、効率のよいサーバー環境を実現できます。リソースを柔軟
に有効活用しながら拡張性と信頼性を高められます。 

リソース活用率の向上 

サーバーの定期メンテナンスでは、仮想マシンを一時的に他のマシンに
移動し稼働を継続。システムの計画的ダウンタイムを排除することがで
きます。事前告知や夜間・休日作業の担当者アサインなどが不要となり、
メンテナンス性は大幅に向上。運用管理コストの削減につながります。 

運用管理コストの削減 

仮想化システム環境では、障害発生時のフェイルオーバーを仮想マシン
単位で自動的に行うことができます。サーバーごとにスタンバイ機を用
意する必要はなく、無駄なリソースを抱えずに、障害からの即時復旧、
システムの信頼性向上を実現することができます。 

効率のよい可用性向上 

仮想化システムの統合管理ツールにより、サーバー、ストレージ、ネット
ワーク、アプリケーションなどの構成、依存関係をリアルタイムに把握し、
運用管理手順の自動化を図ります。これにより仮想マシンの柔軟な配置、
リソース利用の最適化を手際よく進めることができます。 

「自動化」により実現する『見える化』と『高信頼化』 

複雑化するデータセンター基盤の見える化 

統合管理ツールでは、システム管理情報の自動収集を行い、ITILをベース
とした監視、サービスデスク、問題管理、変更管理、キャパシティー管理
などを統合的に実施。ライフサイクルマネジメントによる継続的な運用
改善、サービス改善を行います。 

ITILベースの効果的な運用改善 

ITリソースの自動検索とモデルベース管理を進めるほか、ITリソースと
エンドユーザーを関連づける管理手法で、ビジネスインパクト分析や根本
原因分析の迅速化、インシデント対応の自動化などを推進。これにより
障害切り分け・復旧時間を短縮し、サービスレベルが向上します。 

障害復旧時間の短縮 

ユーザーに対しては一元的な窓口を通じて迅速な対応を実施。運用管
理者はリアルタイムのリソース状況とさまざまな運用情報をもとに、容易
に分析を行うことができます。状況変化に対応した的確なユーザー支援
はもちろん、変化するビジネスニーズへもスムーズに対応可能です。 

優れたユーザーサポートの提供 
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サービス設計 

サービス移行 

サービス 
運用 

●ITリソースとエンドユー
　ザーを垂直方向に管理
　可能に設計 

●死活監視だけではなく
　ユーザーと関連づけて
　サービスへのインパクト
　を関し・管理 

●マルチベンダーなネット
　ワーク、サーバー、アプリ
　ケーション、ストレージの
　構成、依存関係をリアル
　タイムに正確に把握 

ITIL v3ライフサイクル 

仮想化 
ユニアデックスの仮想化データセンターソリューションでは、
サーバーの仮想化に伴ってネットワークとストレージにつ
いても仮想化技術を適用、性能向上と高信頼化を図ります。 

●資産・構成管理における自動化 ： ITリソースの自動検索とモデルベース管理 

●インシデント対応における自動化 ： 根本原因分析（Root Cause Analysis） 




